
地球の資源を大切に！！　再生紙を使用しています。
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あさくらあさくらあさくら

市議会だより市議会だより市議会だより
1月13日に秋月中学校でほうけんぎょが
行われました。
生徒たちはその火で、餅だけでなく、思
い思いの食材を焼いて楽しみました。

熱いぞ!!ほうけんぎょ

５人が登壇　一般質問　  ④ページ
12 月定例会の審議結果　⑦ページ
補正予算　　　　　　　  ⑨ページ
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12月定例会12月定例会
災害関連を含む一般会計補正予算
約119億の増額　総額は約538億円に
災害関連を含む一般会計補正予算
約119億の増額　総額は約538億円に

12 月 5 日

 

6・7 日

8 日

11 日

12 日

13 日

15・18 日

19 日

◎開会

○会期の決定

○会議録署名議員の指名

○議案等の上程

○提案理由の説明

○請願紹介議員の説明

　（考案日）

○一般質問（５人）

○議案等の質疑

○議案等の委員会付託

◇常任委員会

◇常任委員会

◇懲罰特別委員会

　（事務整理日）

○議案等の審議

　（委員長報告　質疑・討論・採決）

○諸般の報告

◎閉会

会期日程
　

平
成
29
年
第
５
回
定
例
会

は
12
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、

19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期

で
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
市
長
か
ら
報
告

４
件
、
議
案
12
件
が
上
程
さ

れ
た
ほ
か
、意
見
書
案
１
件
、

請
願
書
１
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
５
人
の
議

員
が
質
問
に
立
ち
、
豪
雨
災

害
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
総

括
な
ど
、
執
行
部
と
活
発
な

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
を
行
い
、
審
査

結
果
の
報
告
を
受
け
、質
疑
、

討
論
、
採
決
の
結
果
、
全
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
豪
雨
災
害
に
伴
う
補
正

予
算
は
さ
ら
に
増
加
し
、

一
般
会
計
予
算
総
額
は

５
３
８
億
円
を
超
え
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冨
田
栄
一
議
員
の

一
般
質
問
中
に
不
適
切
な
発

言
が
あ
り
、
議
長
が
取
り
消

し
命
令
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
懲
罰
動
議
が
提
出
さ

れ
、
懲
罰
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で

の
審
査
の
後
、採
決
の
結
果
、

冨
田
栄
一
議
員
に
は
戒
告
の

懲
罰
が
科
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件
　議案等の詳細な調査や
審査を委員会に委ねること
を「委員会付託」といい、
付託された委員会は審査の
結果を本会議で報告します。
　ここでは各常任委員会で
審査された案件の一部を掲
載しています。

【12 月定例会】

≪一般会計≫
〇補正額　……………………………………………………………　2,150万円
　・衆議院議員選挙経費　…………………………………………　2,150万円

９月補正予算（平成29年９月28日専決）

≪一般会計≫
〇補正額　……………………………………………………　119億1,221万円
　※詳細は９ページ

≪介護保険特別会計≫
〇補正額　…………………………………………………………　１億798万円
　・法改正に伴うシステム改修経費　………………………………　777万円
　・前年度の介護給付費等の確定に伴う国県等への精算金　…　4,715万円
　・前年度決算剰余金による介護給付費準備基金積立金　……　5,305万円

12月補正予算
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時
点
で
は
改
定
す
べ
き
で
は

な
い
、
財
政
の
見
通
し
が
見

え
て
く
る
で
あ
ろ
う
３
月
定

例
会
で
提
案
す
べ
き
で
あ
る

と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
賛
成
意
見
と
し
て
は
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改

定
は
、
災
害
時
と
い
う
特
別

な
状
況
で
あ
り
な
が
ら
も
通

常
の
状
態
に
沿
っ
た
措
置
で

あ
る
た
め
、
通
常
業
務
に
加

え
て
災
害
対
応
業
務
が
発
生

し
た
職
員
の
頑
張
り
に
対
し
、

今
後
さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ

う
業
務
を
考
え
た
上
で
改
定

す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆
任
期
付
職
員
が
採
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興

業
務
に
他
自
治
体
か
ら
多
く

の
業
務
支
援
を
受
け
て
い
る

も
の
の
、
な
お
人
員
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要

な
人
材
を
任
期
付
職
員
と
し

て
採
用
で
き
る
よ
う
に
条
例

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　

 

定
数
が
19
名
に

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
は

　

新
た
な
杷
木
学
童
保
育
所
に

環
境
民
生
常
任
委
員
会

職
員
の
給
与
を

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
改
定

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ

た
議
案
２
件
及
び
請
願
１
件

を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
職
員
給
与
を
改
正
し
ま
す

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ

て
本
市
職
員
の
給
与
を
改
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

本
件
は
慎
重
な
審
議
を
要
す

る
た
め
、
２
日
間
に
わ
た
り

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
７
月
５
日
の

豪
雨
災
害
を
受
け
、
オ
ー
ル

朝
倉
で
復
旧
・
復
興
に
取
り

組
ん
で
い
る
中
で
の
給
与
改

定
に
関
し
、
被
災
者
を
は
じ

め
と
す
る
市
民
感
情
へ
の
考

慮
、
財
源
確
保
や
見
通
し
の

問
題
、
給
与
改
定
が
職
員
の

士
気
に
与
え
る
影
響
な
ど
、

多
く
の
質
疑
や
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

反
対
意
見
と
し
て
は
、
人

事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定
、

職
員
の
頑
張
り
は
十
分
理
解

し
て
い
る
が
、
将
来
の
見
通

し
が
全
く
た
っ
て
い
な
く
、

復
興
計
画
等
が
定
ま
っ
て
い

な
い
中
で
多
く
の
被
災
者
の

気
持
ち
を
考
慮
す
る
と
、
現

　

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ

た
議
案
３
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

☆
杷
木
統
合
新
設
小
学
校
に

学
童
保
育
所
を
設
置
し
ま
す

　

現
在
の
杷
木
学
童
保
育
所

と
久
喜
宮
学
童
保
育
所
を
、

平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
し
、
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
は
、
新
た
に
杷
木

統
合
新
設
小
学
校
内
に
杷
木

学
童
保
育
所
を
設
置
し
ま

す
。

☆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算

　

保
険
事
業
勘
定
を
１
億

７
９
８
万
２
千
円
増
額
し
ま

す
。

　

歳
入
は
平
成
28
年
度
の
決

算
確
定
に
伴
う
繰
越
金
、
介

護
給
付
費
の
精
算
に
基
づ
く

追
加
交
付
金
、
歳
出
は
平
成

28
年
度
介
護
給
付
費
、
地
域

支
援
事
業
費
の
確
定
に
伴
う

国
、
県
へ
の
返
還
金
と
介
護

給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積
み

立
て
の
ほ
か
、
介
護
保
険
法

改
正
等
に
よ
る
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
の
改
修
に
係
る
補
正

　

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ

た
議
案
５
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

☆
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

や
選
出
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す

　

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

は
現
在
の
37
名
か
ら
19
名
に

な
り
、
認
定
農
業
者
10
名
、

利
害
関
係
を
有
し
な
い
者

１
名
、
そ
れ
以
外
８
名
と
い

う
構
成
に
な
り
ま
す
。
選
出

方
法
も
、
候
補
者
の
推
薦
及

び
公
募
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
が
減
少

す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

会
が
19
名
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

農
業
の
後
継
者
で
あ
る
青
年

の
方
や
女
性
の
方
な
ど
幅
広

い
選
考
を
行
う
こ
と
な
ど
を

確
認
し
、
全
員
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

☆
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行

い
ま
し
た

　

本
年
度
で
「
川
の
駅
原
鶴
」

の
指
定
管
理
期
間
が
終
了
す

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
改
修

は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
制
度
な
ど
に

対
応
す
る
も
の
で
、
状
態
が

安
定
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
介
護
保
険
の
更
新
認
定

有
効
期
間
の
上
限
が
24
カ
月

か
ら
36
カ
月
に
延
長
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
に
対
応
す

る
も
の
、
国
の
調
整
交
付
金

の
交
付
基
準
が
、
特
に
年
齢

が
高
い
方
の
年
齢
区
分
が
細

分
化
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
対

応
す
る
も
の
で
す
。

　

本
委
員
会
と
し
ま
し
て

は
、
執
行
部
の
説
明
を
了
と

し
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

る
た
め
、
来
年
度
か
ら
５
年

間
、再
度
「
朝
倉
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
た
か
き
清
流
館
」

も
指
定
管
理
期
間
が
終
了
す

る
た
め
、
指
定
管
理
者
の
公

募
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
朝

倉
さ
と
や
ま
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
１
団
体
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
基
準
点
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
閉
館
期
間
の
有
効
活
用

や
、
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
地
域
の
活
性
と
復
興
に
寄

与
す
る
こ
と
に
期
待
し
、
全

員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

復興を目指すたかき清流館

健
康
で
長
生
き
を
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市
政
を
問
う

九
州
北
部
豪
雨
災
害
後
か
ら
の

　
復
旧
・
復
興
・
再
生
を
問
う

質
問
者
５
人
、傍
聴
者
81
人

市
政
を
問
う

　一般質問は年４回開催さ
れる定例会の中で行われま
す。
　ここに掲載したものは抜
粋ですので、全文につきまし
ては、会議録を閲覧される
か、市議会のホームページ
でご確認ください。

　
　

約
５
０
０
世
帯
、
約

１
２
０
０
人
の
被
災
者
が
仮

設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅

な
ど
に
移
住
さ
れ
て
い
る
。

状
況
把
握
や
情
報
提
供
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　

健
康
課
が
在
宅
被
災
者

の
全
戸
訪
問
や
仮
設
住
宅
な

ど
へ
の
巡
回
を
行
い
、
月
１

回
の
健
康
相
談
を
実
施
し
て

い
る
。
妊
婦
・
乳
児
の
状
況

を
確
認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば

訪
問
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
障
が
い
者
の
方
に
は
相

談
員
が
巡
回
し
、
連
絡
を
取

り
な
が
ら
状
況
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

　
　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携

し
、
見
守
り
や
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
考
え
は
な
い
の

か
。

　
　

自
立
し
た
生
活
の
再
建
、

孤
立
防
止
な
ど
の
見
守
り
支

援
や
、
相
談
支
援
・
生
活
支

援
な
ど
を
一
体
的
に
支
援
す

る
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　
　

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
は
。

　
　

本
市
で
も
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
健
康
課
・
子
ど

も
未
来
課
と
情
報
を
共
有

し
、
連
携
し
て
支
援
し
て
い

く
。
体
制
づ
く
り
の
た
め
の

人
材
確
保
や
連
携
体
制
の
構

築
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　

福
島
や
熊
本
で
も
被
災

後
に
自
治
体
職
員
の
自
殺
が

相
次
い
だ
と
聞
い
て
い
る
。

健
康
管
理
体
制
と
市
民
の
理

解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
職
員

が
疲
弊
し
倒
れ
て
は
復
興
が

進
ま
な
く
な
る
。
二
次
被
害

や
関
連
死
を
出
さ
な
い
取
り

組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

健
康
対
策
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
産
業
医
面
談
を

主
体
と
し
た
健
康
相
談
を
出

来
る
限
り
充
実
し
、
健
康
状

態
の
把
握
に
努
め
た
い
。

大庭 きみ子 議員

質問項目
１　�平成 29 年７月九州北部豪雨災害

について

Q
被
災
後
の
支
援
や
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

A
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
考
え
て
い
る

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て

職
員
の
心
と
身
体
の
ケ
ア

に
つ
い
て

年末の仮設住宅集会所
での支援物資バザー

A

A

A

A

Ｑ

ＱＱ

Ｑ
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７
月
の
豪
雨
災
害
で
被

災
し
た
児
童
、
生
徒
数
は
。

　
　

小
学
生
81
人
、
中
学
生

40
人
、
合
計
１
２
１
人
で
あ

る
と
確
認
し
て
い
る
。

　
　

家
屋
や
家
財
と
一
緒
に

大
切
な
学
校
教
材
等
も
流
さ

れ
、
苦
慮
さ
れ
て
い
る
子
育

て
世
代
の
方
た
ち
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
。

　

他
市
の
み
な
し
仮
設
住
宅

か
ら
通
学
し
て
い
る
子
も
い

て
、
大
幅
な
人
口
減
少
も
懸

念
さ
れ
る
。
豪
雨
災
害
の
復

旧
に
は
多
く
の
時
間
と
財
源

が
か
か
る
が
、
同
時
に
未
来

も
見
据
え
た
政
策
が
必
要
で

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
６
人

に
１
人
が
貧
困
に
陥
り
、
就

学
援
助
を
受
け
る
児
童
も
増

加
傾
向
で
あ
る
中
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
学
校
給
食

を
教
育
の
一
環
授
業
と
捉

え
、
無
償
化
を
実
現
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

相
当
の
財
源
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
国
の
議

論
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　

少
子
化
と
長
寿
社
会
に

突
入
し
た
本
市
の
課
題
は
、

大
き
く
膨
ら
む
医
療
費
、
介

護
費
で
あ
り
、
定
期
健
診
で

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

推
進
と
予
防
医
療
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
高
齢
者
の
在
宅

医
療
や
介
護
に
関
わ
る
家
族

の
方
の
負
担
軽
減
策
は
。

　
　

平
成
28
年
度
か
ら
在
宅

医
療
介
護
連
携
推
進
事
業
を

朝
倉
医
師
会
に
業
務
委
託
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民

及
び
専
門
職
向
け
の
講
座
や

研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。

　
　

施
設
入
所
さ
せ
た
い
方

と
、
在
宅
介
護
し
た
い
と
思

う
方
が
い
る
。
入
所
待
機
者

の
対
策
と
し
て
増
設
計
画
は

な
い
の
か
。

　
　

特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
は
１
３
０
人
、
う
ち
在

宅
は
22
人
で
あ
る
。
65
歳
以

上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
、
人
口
推
計
、
給
付
実
績

な
ど
を
勘
案
し
て
検
討
し
た

い
。

　
　

７
月
６
日
、
災
害
対
策

本
部
発
表
行
方
不
明
者
は
１

名
。
朝
一
番
で
は
、「
ヘ
リ
は

飛
ば
な
い
」
だ
っ
た
。
ま
た
、

応
援
の
消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
に

よ
る
救
助
を
知
ら
な
い
杷
木

支
所
の
職
員
が
い
た
。
さ
ら

に
、
行
方
不
明
者
の
名
前
も

５
日
か
ら
８
日
ま
で
何
回
も

尋
ね
ら
れ
て
い
る
。
情
報
の

収
集
、
共
有
、
連
携
に
問
題

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
復
興

の
大
き
な
一
歩
と
な
る
と
確

信
す
る
の
で
検
証
す
る
。

　
　

一
番
必
要
な
も
の
は
何

か
。
判
断
し
て
い
た
結
果
だ
。

　
　

安
全
な
つ
く
り
の
改
良

復
旧
で
あ
る
と
ず
っ
と
聞
い

て
き
た
が
、
改
め
て
確
認
を

す
る
。

　
　

原
形
復
旧
を
基
本
に
査

定
を
受
け
な
が
ら
、
改
良
復

旧
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

市
の
管
理
河
川
で
あ
る
寒
水

川
、
奈
良
ヶ
谷
川
に
つ
い
て

は
改
良
的
な
復
旧
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
短
い
河
川

に
つ
い
て
は
原
形
復
旧
が
基

本
に
な
る
。

　
　

農
林
災
害
査
定
の
積
み

残
し
は
な
い
の
か
。

　
　

積
み
残
し
は
あ
る
。
未

だ
に
申
請
が
あ
が
っ
て
き
て

い
る
状
態
で
、
12
月
査
定
に

間
に
合
う
べ
く
頑
張
っ
て
い

る
。
人
手
が
不
足
す
る
中
で
、

最
大
限
の
手
を
尽
く
し
て
体

制
を
強
化
し
て
は
い
る
が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
。

　
　

九
州
大
学
を
復
旧
復
興

組
織
図
の
中
で
明
確
化
し
て

い
る
の
か
。

　
　

復
興
計
画
策
定
委
員
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
後
い
た

だ
く
支
援
に
つ
い
て
も
、
ど

う
い
っ
た
位
置
づ
け
を
す
る

か
考
え
て
い
き
た
い
。

村上 百合子 議員

質問項目
１　子供の貧困と食について
２　�平成 29 年７月九州北部豪雨災害

後の長寿社会に向けたまちづくり
について

冨田 栄一 議員
質問項目
１　�５年前から今回への対策本部の

あり方について
２　�杷木統合新設小学校の安全検証

について
３　財政について

Q
学
校
給
食
の
無
償
化
で
未
来
の
後
継
者
を
育
成

Q
課
題
解
決
が
こ
れ
か
ら
の
復
興
へ
の
大
き
な
一
歩

A
財
源
確
保
が
難
し
く
国
の
動
き
を
み
た
い

A
あ
の
と
き
の
行
動
は
最
善
の
方
法
を
と
っ
た

豪
雨
災
害
後
の
長
寿
社
会
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り

改
良
復
旧
に
つ
い
て

国
査
定
の
積
み
残
し
は

九
州
大
学
の
役
割
は

12 月 27 日現在の杷木インター上流

Ｑ

Ｑ

Ｑ ＱA

A

AA

学校給食はたくさんの
ことを学ぶ場所

A

A A A

Ｑ

ＱＱ

Ｑ
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12
月
１
日
、
国
で
は
災

害
復
旧
事
業
が
採
択
さ
れ
、

一
千
数
百
億
円
の
投
資
を
行

い
河
川
整
備
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
大
福
幼
稚
園
へ

の
支
援
も
特
例
に
よ
り
決

定
。
執
行
部
は
短
い
期
間
に

よ
く
頑
張
ら
れ
た
。

　

財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し

い
中
、
２
期
８
年
間
、
豪
雨

災
害
か
ら
５
ケ
月
間
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
無

駄
に
せ
ず
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
し

進
め
る
た
め
に
も
、
今

後
も
市
長
の
力
を
必
要

と
す
る
が
。

　
　

７
月
５
日
の
豪
雨

に
よ
り
多
く
の
方
が
被

災
し
、
住
む
場
所
を
失

い
、
産
業
の
全
て
に
大

き
な
被
害
を
受
け
た
中

で
、
国
、
県
、
他
自
治
体
を

は
じ
め
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら

多
く
の
支
援
を
受
け
た
。
こ

れ
を
励
み
に
「
あ
さ
く
ら
」

を
取
り
戻
す
。

　

今
後
は
多
く
の
事
業
の
中

止
や
見
直
し
が
必
要
と
な
る

だ
ろ
う
し
、
３
月
末
ま
で
に

は
市
民
の
想
い
を
反
映
し
た

復
興
計
画
を
作
る
。
再
度
市

政
を
担
当
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
ら
を
着
実
に
進
め

て
い
く
。

　
　

豪
雨
時
に
ダ
ム
が
満
水

状
態
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
溢
水

の
可
能
性
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

土
砂
や
流
木
な
ど
は
受

け
止
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
下

流
域
で
の
堤
防
決
壊
の
可
能

性
は
あ
っ
た
。

　
　

そ
う
な
っ
た
場
合
の
立

石
・
甘
木
地
区
の
被
害
は
。

　
　

検
証
は
し
て
い
な
い

が
、
常
日
頃
か
ら
、
実
習
、

研
修
、
講
習
に
真
剣
に
取
り

組
む
。

　
　

今
後
は
治
水
対
策
計
画

を
進
め
、
防
災
教
育
に
力
を

入
れ
る
べ
き
。
毎
年
７
月
５

日
に
市
内
全
地
域
で
防
災
訓

練
を
行
っ
て
啓
発
し
た
ら
ど

う
か
。

　
　

７
月
５
日
を
朝
倉
市
の

防
災
の
日
と
し
、
亡
く
な
っ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
で

防
災
を
考
え
、
訓
練
を
行
う

日
と
し
た
い
。

　
　

平
成
29
年
７
月
九
州
北

部
豪
雨
に
よ
り
未
曾
有
の
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
災
害
の

復
旧
・
復
興
に
関
す
る
事
業

費
の
財
源
確
保
が
喫
緊
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
相
当
大

規
模
な
財
源
を
要
す
る
こ
と

が
明
白
か
つ
必
至
な
状
態
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
復
旧
・
復

興
事
業
を
最
優
先
し
て
全
力

を
傾
注
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
中

で
、
な
ぜ
新
庁
舎
建
設
を
平

成
30
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

の
計
画
で
進
め
る
の
か
。
ま

た
、
事
業
費
総
額
約
57
億

８
千
万
円
の
う
ち
、
市
の
負

担
額
約
20
億
７
千
万
円
の
財

源
確
保
を
如
何
に
図
る
の

か
。

　
　

災
害
復
旧
事
業
を
最
優

先
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
新
庁
舎
建
設
も
課
題
で
あ

る
。
新
庁
舎
建
設
の
財
源
、

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
平

成
32
年
度
ま
で
の
合
併
特
例

債
の
適
用
期
限
延
長
を
国
に

要
望
し
て
お
り
、
適
用
期
限

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
を
進

め
た
い
。

　
　

激
甚
災
害
査
定
業
務
等

と
朝
倉
市
復
興
計
画
と
の
整

合
性
を
問
う
。

　
　

地
元
と
調
整
が
で
き
た

も
の
に
つ
い
て
、
復
興
計
画

に
の
せ
る
進
め
方
で
い
き
た

い
。

　
　

朝
倉
市
復
興
計
画
と
新

朝
倉
市
総
合
計
画
と
の
整
合

性
を
問
う
。

　
　

新
朝
倉
市
総
合
計
画
に

復
興
計
画
を
盛
り
込
む
こ
と

は
必
須
で
あ
る
。

　
　

新
朝
倉
市
総
合
計
画
及

び
朝
倉
市
復
興
計
画
に
基
づ

く
財
政
計
画
の
策
定
と
、
そ

れ
を
公
表
す
る
考
え
は
。

　
　

市
民
へ
災
害
関
係
事
業

費
等
の
周
知
に
努
め
て
い
き

た
い
。

柴山 恭子 議員
質問項目
１　市長の４年間の施策を問う
２　�平成 29 年７月九州北部豪雨を

踏まえ佐田川・小石原川の治水
対策について

３　�朝倉市豪雨等・自然災害の訓練
について

４　コミュニティを作った理由

Q
ダ
ム
満
水
状
態
で
下
流
域
で
の
溢
水
の
可
能
性
は

Q
新
庁
舎
建
設
よ
り
復
旧
・
復
興
事
業
を
優
先
す
べ
き

A
下
流
域
で
の
堤
防
決
壊
の
可
能
性
は
あ
っ
た

A
国
へ
合
併
特
例
債
の
適
用
期
限
延
長
を
働
き
か
け
る

被災地の復興・再生・発展を望む

Ｑ

Ｑ

ＱＱA A A

A

A

A A

A

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

豪雨後放流中の
寺内ダム

小島 清人 議員
質問項目
１　�平成 29 年７月九州北部豪雨災害

復旧・復興の基本的姿勢について
２　�大型プロジェクト事業の基本方

針について
３　行財政運営の在り方について
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8

【討論・懲罰動議】

【
第
89
号
議
案
】

　

朝
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◎�

こ
の
災
害
で
多
く
の
方
が
被
災
さ

れ
、
職
を
な
く
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
財
政
も
厳
し
い
中
、
必

要
経
費
２
１
０
０
万
円
は
大
き
な

額
で
あ
る
。

◎�

職
員
の
頑
張
り
に
対
す
る
業
務
評
価

が
で
き
な
い
。
被
災
者
と
評
価
の

温
度
差
が
あ
る
。
財
政
が
厳
し
く
、

限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
、
給
与
増

で
は
な
く
職
員
の
増
員
を
選
択
す

べ
き
。

◎�

災
害
発
生
以
来
、
職
員
は
通
常
業
務

に
加
え
、
災
害
業
務
に
対
応
し
て

お
り
大
い
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

改
定
で
あ
り
、
今
後
長
期
に
わ
た
っ

て
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
業
務
の
対

価
と
し
て
も
改
定
す
べ
き
。

◎�

財
政
が
厳
し
い
こ
と
を
承
知
の
上
で

給
与
を
改
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職

員
は
よ
り
一
層
の
力
が
発
揮
で
き

る
と
思
う
。
職
員
の
力
を
信
じ
る
。

◎�

職
員
の
士
気
を
下
げ
る
こ
と
な
く
、

災
害
復
旧
に
向
け
て
良
い
仕
事
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対

賛
成

　12 月 11 日の本会議において、冨田栄一議
員に対して懲罰動議が出されました。懲罰動議
は懲罰特別委員会の審査を経て、本会議で審議
され、採決の結果、賛成多数で可決されました。
　朝倉市議会は、冨田栄一議員に対し、戒告の
懲罰を科しました。

■懲罰が科されるまでの経緯

12 月８日　　　　　不適切発言
本会議一般質問において、冨田栄一議員から不適切な発言がなされる。

12 月 19 日　　　　　本会議（委員長報告・採決）
　本会議において懲罰特別委員長から審査報告がなされ、採決の結果、賛成 14 名、反対２名で賛成多数となり、懲罰特別委員
会の審査どおり「戒告」の懲罰が科され、議長から冨田栄一議員に対して戒告文が読みあげられた。

討
論

〔賛成（○）、反対（×）、欠席（欠）、除斥（除）　※中島秀樹議長は賛否同数のとき以外は表決に参加しません。〕
賛否の分かれた議案

18 

中
島
　
秀
樹

17 

梶
原
　
康
嗣

16 
実
藤
　
輝
夫

15 
手
嶋
　
栄
治

14 

村
上
百
合
子

13 

冨
田
　
栄
一

12 

大
庭
き
み
子

11 

柴
山
　
恭
子

10 

浅
尾
　
静
二

９ 

稲
富
　
一
實

８ 

今
福
　
勝
義

７ 

堀
尾
　
俊
浩

６ 

半
田
　
雄
三

５ 

鹿
毛
　
哲
也

４ 

重
松
　
一
英

３ 

佐
々
木
明
子

２ 

小
島
　
清
人

１ 

和
田
　
庄
治

○○○

××
○○

×

○○○○○

×

○○○
○

××

○除○○○○○○○○○○○○

議案番号

議
員
名

第89号議案
冨田栄一議員に対する懲罰の動議

冨田栄一議員に「戒告」の懲罰

委員会の結論　　「戒告」の懲罰を科す

12 月 11 日　　　　議長の発言取り消し命令　→　懲罰動議の提出　→　懲罰特別委員会の設置
地方自治法第 129 条第１項の規定に基づき、議長が冨田栄一議員に不適切発言の取り消しを命じる。

↓
冨田栄一議員が拒否。

↓
　朝倉市議会会議規則第 104 条第１項の規定に基づき、冨田栄一議員に対する懲罰の動議が４名の議員から提出される。
　「議長からの取り消し命令を拒否した行為は、地方自治法 129 条第１項の議場の秩序維持による発言の取り消し命令に反する
ものであり、かつ、朝倉市議会の規律と品位を傷つけるものである。」

↓
本会議において「冨田栄一議員に対する懲罰の動議」が議題とされ、懲罰特別委員会の設置後、付託される。

懲罰動議提出者：柴山恭子、半田雄三、小島清人、鹿毛哲也

懲罰特別委員：堀尾俊浩委員長、大庭きみ子副委員長
　　　　　　　村上百合子、半田雄三、鹿毛哲也、重松一英、佐々木明子、小島清人

12 月 13 日　　　　　懲罰特別委員会
懲罰を科すべきか、懲罰を科すのであればどの種類の懲罰を科すかを審査。

・�議長として発言取り消し命令を下し、その命令に応じなかった当議員の行動は議場での秩序保持の範囲を超えており、今
後の議事運営においても大きく影響を及ぼすものである。

・議員は円滑な議事運営に協力し、議長の議事整理権や秩序保持権に従う義務があり、それに反した行動は秩序違反である。
・発言内容についても違和感を覚え、憤りを感じ、陳謝に値すべき。
・�特に被害が大きかった地域の議員として、復旧・復興に対しての本人の熱い気持ちによるものであり、懲罰を科すことに

値しない。
・�災害の最中で精神的・心情的に計り知れないものがあると推測され、当議員を追い詰めるような懲罰を科すべきではない

が、議長命令に従わなかったことに対しては反省を促すべき。
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【補正予算】

　

被
災
し
た
農
家
に
対
し
て

農
業
用
施
設
等
の
修
繕
や
再

取
得
に
対
す
る
補
助
を
行
い

ま
す
。

　

林
田
工
業
団
地
、
石
成
公

園
、
水
の
文
化
村
に
仮
置
き

さ
れ
た
土
砂
を
最
終
処
分
場

へ
運
搬
す
る
経
費
で
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
建
設
に
伴

う
測
量
設
計
や
被
災
し
た
公

営
住
宅
の
解
体
設
計
な
ど
の

経
費
で
す
。

　

農
林
業
関
係
の
災
害
復
旧

事
業
費
で
す
。

　

被
災
し
た
道
路
、
橋
梁
、

河
川
な
ど
の
復
旧
事
業
費
で

す
。

　

支
援
の
た
め
他
の
自
治
体

か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
の
人

件
費
、
宿
泊
費
、
光
熱
費
な

ど
で
す
。

　

被
災
し
た
三
連
水
車
の
里

あ
さ
く
ら
の
復
旧
事
業
費
で

す
。

　

被
災
し
た
中
学
校
の
復
旧

費
用
な
ど
で
す
。

災害の復旧・復興に膨らみ続ける予算

一般会計予算は約538億円
財政調整基金の残高見込みは約8300万円に
一般会計予算は約538億円
財政調整基金の残高見込みは約8300万円に

平成28年度末の残高は
約43億１千万円だったものが…

当 初 予 算
７月補正　（専決）
７月補正②（専決）
９ 月 補 正
９月補正②（専決）
1 2 月 補 正
補 正 額 合 計
補 正 後 予 算

307億1,000万円
9億3,796万円

76億7,025万円
25億5,990万円

2,150万円
119億1,221万円
231億1,018万円
538億1,183万円

5億4,810万円
1,650万円
4億63万円
－      
－      
－      

4億1,713万円
9億6,523万円

1億9,887万円
－      
－      

5,790万円
－      
－      
5,790万円

2億5,677万円

21億419万円
－      

1億4,884万円
－      
－      

1,956万円
1億6,841万円
22億7,260万円

21億5,879万円
－      
－      
－      
－      
340万円
340万円

21億6,219万円

一般会計
水道事業会計

うち収益的支出 うち資本的支出

下水道事業会計

うち収益的支出 うち資本的支出

（千円）

「
道
路
・
橋
梁
・
河
川

災
害
復
旧
事
業
」
に

１
６
億
２
９
７
０
万
円

「
堆
積
土
砂

排
除
事
業
」
に

７
億
１
７
０
０
万
円

「
三
連
水
車
の
里
あ
さ
く

ら
災
害
復
旧
事
業
」
に

９
０
０
０
万
円

「
被
災
し
た
小
中
学
校

  

の
復
旧
経
費
等
」
に

４
０
１
９
万
円

「
災
害
公
営
住
宅

建
設
事
業
」
に

１
億
２
７
８
１
万
円

「
災
害
対
応

  
派
遣
職
員
経
費
」
に

２
億
８
３
４
万
円

「
農
地
農
業
用
施
設
災

害
、
林
道
災
害
復
旧

事
業
」
に

７
４
億
７
７
２
０
万
円

「
被
災
し
た
農
家
等
に

対
す
る
経
営
継
続
支

援
」
に

５
億
９
９
３
７
万
円



　
埼
玉
か
ら
来
ら
れ
た
71

歳
と
81
歳
の
男
性
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
朝
倉
市
で
一
週

間
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
帰
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
干
ば
つ
、
飢
餓
、
洪
水

そ
し
て
戦
争
な
ど
で
苦
し

ん
で
き
た
先
人
た
ち
も
、

そ
の
時
代
を
必
死
に
生
き

て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
に
で
き
な
い
は
ず
が
な

い
。
わ
た
し
た
ち
は
一
人

じ
ゃ
な
い
。

　
復
興
・
復
旧
に
は
ま
だ

ま
だ
多
く
の
時
間
と
労
力

を
必
要
と
し
ま
す
が
、
全

国
の
皆
さ
ま
に
見
守
ら
れ
、

た
く
さ
ん
の
義
援
金
や
支

援
金
を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の

力
で
希
望
あ
ふ
れ
る
「
あ

さ
く
ら
」
を
取
り
戻
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
委
員
会

  

委
員
長
　
今
福
　
勝
義

  

副
委
員
長
　
重
松
　
一
英

  

委
　
　
員
　
村
上
百
合
子

  

委
　
　
員
　
浅
尾
　
静
二

  

委
　
　
員
　
堀
尾
　
俊
浩

  

委
　
　
員
　
佐
々
木
明
子

【
意
見
書
要
旨
】

　

道
路
整
備
事
業
に
お
け
る

交
付
金
事
業
の
補
助
率
等
の

嵩
上
げ
が
、
平
成
29
年
度
ま

で
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度

以
降
も
現
行
制
度
を
継
続

し
、
地
方
が
必
要
と
す
る
道

路
整
備
予
算
の
安
定
的
確
保

を
求
め
る
も
の
。

【
提
出
者
】

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　

鹿
毛　

哲
也

　

全
会
一
致
で
可
決
し
、
関

係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

道
路
整
備
に
必
要
な
予
算

確
保
に
関
す
る
意
見
書
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３月議会　会期日程（予定）

３月定例会の会期日程は、２月22日(木)開
催予定の議会運営委員会で決定します。

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
○予算審査特別委員会の設置
◇予算審査特別委員会
  （考案日）
  （考案日）
○一般質問
○一般質問
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇予算審査特別委員会
  （事務整理日）
○議案等の審議
  （委員長報告 質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会　

2月27日

28日
3月  1日

2・5日
6日

7～9日
12～15日
16・19日

20日

請
願
書

請
願
書

意
見
書

意
見
書

【
請
願
趣
旨
】

１�

．
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
改
善
の
た
め
に
、
計
画

的
な
教
職
員
定
数
改
善
を

推
進
す
る
こ
と
。

２�

．
教
育
の
機
会
均
等
と
水

準
の
維
持
向
上
を
は
か
る

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
を

２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ

と
。

【
請
願
者
】

　

福
岡
県
教
職
員
組
合

　

朝
倉
支
部

　
　

支
部
長　

下
田　

哲
士

【
紹
介
議
員
】

　

大
庭　

き
み
子

　

請
願
書
を
全
会
一
致
で
採

択
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
改
善
の
た
め
に
施
策
を

講
じ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど

の
定
数
改
善
」「
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分

の
１
復
元
」
に
か
か
わ
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書

　

平
成
29
年
11
月
21
日
か
ら

22
日
に
か
け
て
、
国
に
対
し

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
に
係
る
特
別
の
支
援
を
求

め
る
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

【
11
月
21
日
】

　

中
島
議
長
、
梶
原
副
議
長
、

堀
尾
議
会
運
営
委
員
長
、
常

任
委
員
長
の
半
田
委
員
長
、
鹿

毛
委
員
長
、
小
島
委
員
長
が
、

松
山
政
司
、
大
家
敏
志
両
参

議
院
議
員
を
訪
問
。
午
後
か

ら
は
、
東
峰
村
の
議
長
ら
と

も
合
流
し
、「
あ
さ
く
ら
は
一

つ
」
の
気
持
ち
で
、
原
田
義

昭
衆
議
院
議
員
の
案
内
の
も

と
、
中
小
企
業
庁
、
環
境
省
、

財
務
省
、
内
閣
府
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

特
に
内
閣
府
で
は
、
朝
倉

商
工
会
議
所
会
頭
と
朝
倉
市

商
工
会
会
長
も
同
席
し
、
小

此
木
八
郎
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
に
直
接
厳
し
い
現
状
を

訴
え
ま
し
た
。

【
11
月
22
日
】

　

森
田
市
長
と
共
に
自
民
党

本
部
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

二
階
俊
博
幹
事
長
、
岸
田

文
雄
政
調
会
長
な
ど
の
党
幹

部
と
面
談
し
、
合
併
特
例
債

の
適
用
期
間
の
延
長
や
、
特

別
の
財
政
支
援
な
ど
、
被
災

地
に
対
す
る
配
慮
を
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

　

迅
速
か
つ
円
滑
な
復
旧
・
復

興
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

も
市
議
会
は
関
係
機
関
に
要

望
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

岸田文雄政調会長と共に


